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温度は化学反応や分子運動を左右する重要な物理パラメータであることから、細胞内温度は多様な

生化学反応からなる細胞機能に強く影響を与える。このため、細胞内温度の制御は細胞機能の恒常性

を維持する上で重要であると考えられるが、その詳細な機構は不明である。我々はショウジョウバエ

培養細胞 S2 における細胞内温度測定法を開発することにより、脂肪酸不飽和化酵素が細胞内温度に与

える影響を解析した。 

本研究では細胞内温度を測定するために、蛍光寿命値が約 5℃/ns の温度応答性を有する細胞透過型

蛍光性ポリマー温度センサーFPT（Hayashi et al. PLoS ONE 10: e0117677 (2015)）と蛍光寿命顕微

鏡を用いた。また、脂肪酸不飽和化酵素による膜脂質制御の寄与を評価するために、脂肪酸不飽和化酵

素の特異的阻害剤（Murakami A. et al. J. Biol. Chem. 292: 19976-19986 (2017)）および脂肪酸不飽

和化酵素欠損細胞を用いた。特異的阻害剤および脂肪酸不飽和化酵素欠損細胞を用いた解析から、シ

ョウジョウバエ細胞において脂肪酸不飽和化酵素が細胞内温度に強く影響を与えることを明らかにし

た。また、脂肪酸不飽和化酵素の細胞内温度制御における役割はミトコンドリア呼吸鎖の活性の程度

により変化する可能性が示された。 
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